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第 84 回 リース会計専門委員会議事概要 

 

I. 日 時  平成 30 年 11 月 6 日（火） 10 時～12 時 

II. 場 所  財務会計基準機構 会議室 

III. 議 題 

 我が国におけるリース会計基準に関する検討 

 

IV. 議事概要 

今後、会計基準の開発に着手するか否かを判断する上で考慮すべき事項に関して、下記の追

加的な論点について丸岡専門研究員より説明がなされた上で、質疑応答が行われた。 

(1) すべてのリースについて資産及び負債を認識することの是非 

 リース負債と負債の定義の関係 

(2) 財務諸表本表と注記の関係 

(3) 連結財務諸表に含まれる親会社と在外子会社の財務情報の整合性 

(4) 貸手の会計処理 

(5) 開発に着手するか否かを判断する上で考慮すべき事項 

(6) その他の考慮すべき事項 

 会計基準の開発に着手すべきか否かの判断の時期 

(7) 開発に着手した場合に検討すべきその他の事項 

 仮に IFRS 第 16 号と整合性を図る場合、どの程度整合性を図るか。 

 連結財務諸表と個別財務諸表の取扱い 

 

以 上 


